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別
府
史
談
会
を
創
設
し
た
昭
和
六
十
二
年
頃
の
世
相
は
、
歴
史
ブ
ー
ー
ム
が
起
っ
て
多
く
の
人
々
の
間
に
郷
土
史
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
で
し
た
。

　
市
の
文
化
財
調
査
員
で
民
俗
担
当
の
松
岡
実
・
小
玉
洋
美
、
地
方
史
担
当
の
後
藤
武
夫
・
安
部
巌
・
藤
内
喜
六
・
入
江
は
教
育
委
員
会
か
ら
「
べ
っ

ぶ
の
文
化
財
」
、
「
別
府
市
古
文
書
資
料
集
」
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
発
行
部
数
や
内
容
の
点
で
一
般
市
民
の
啓
蒙
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
藤
内
喜
六
・
入
江
が
中
心
に
な
っ
て
中
学
校
歴
史
研
究
会
を
作
り
機
関
誌
「
往
来
手
形
」
を
出
し
、
教
育
委
員
会
の
「
研
究
紀
要
」
に
も
郷

土
学
習
に
資
す
る
史
料
や
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
・
社
会
科
教
員
に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
他
方
、
社
会
教
育
課
に
は
郷
土
の
歴

史
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
頻
繁
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
調
査
員
の
中
で
は
、
研
究
者
が
地
方
史
の
研
究
や
史
料
を
公
開
し
、
市
井
の
研
究
者
に
は
発
表
の
場
所
を
提
供
し
た
い
、
同
好
者
が
一
堂

に
会
し
て
交
友
を
深
め
、
専
門
研
究
者
を
招
き
講
演
会
を
催
し
て
知
識
を
共
有
で
き
る
組
織
を
作
り
た
い
、
と
い
う
切
実
な
希
望
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
当
市
に
は
戦
中
戦
後
の
郷
土
史
啓
蒙
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
、
福
田
紫
城
を
中
心
に
し
て
郷
土
史
の
愛
好
家
が
、
「
歴
史
研
究
会
」
、
や
が
て
「
別
府
史

談
会
」
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
が
、
資
金
の
面
で
休
眠
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）
頃
か
ら
、
旧
史
談
会
員
の
後
藤

武
夫
・
安
部
巌
・
藤
内
喜
六
の
間
で
「
別
府
史
談
会
」
を
再
興
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
資
金
面
で
具
体
化
で
き
ず
暗
礁
に
乗
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
時
、
教
育
委
員
に
な
ら
れ
た
歯
科
医
師
の
豊
田
文
一
が
、
藤
内
喜
六
か
ら
史
談
会
再
興
の
話
を
聞
い
て
、
地
方
文
化
の
活
性
化
の
た
め
に
や

り
ま
し
ょ
う
、
歯
科
医
師
会
が
バ
。
ク
ア
。
プ
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
や
っ
と
実
現
で
き
る
め
ど
が
立
っ
た
の
で
す
。
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